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(57)【要約】
【課題】厚みの小さい長尺物を収納箱へ多数収納できる
ようにした仕切を提供する。
【解決手段】本発明は、収納箱に複数の長尺物を多列お
よび多段に収納するための仕切である。この仕切１０は
、中央部と両端部の間に略矩形状の切欠部１１ｃを設け
た複数個の横桁１１と、横桁１１の中央部と両端側が突
出する中溝１３ａと端溝１３ｂを備え該切欠部１１ｃの
上端１１ｄに支持される平板状の中蓋１３とから構成さ
れている。複数の横桁１１は、それぞれ両端側に縦溝１
１ｃが形成され、縦桁１２によって一定間隔で連結され
ている。また、段差１１ｅを複数個設け、それぞれの段
差に支持される中蓋を備えれば、さらに多段に収納でき
る。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　収納箱に複数の長尺物を多列および多段に収納するための仕切であって、該仕切は、中
央部と両端側の間に略矩形状に切り欠かれた切欠部を設けた複数個の横桁と、該横桁の中
央部と両端側が突出する中溝と端溝を備え該切欠部の上端に支持される平板状の中蓋とか
らなり、該横桁は、両端側に設けた縦溝に係止する縦桁によって一定間隔で連結されたこ
とを特徴とする長尺物収納用仕切。
【請求項２】
　収納箱に複数の長尺物を多列および多段に収納するための仕切であって、該仕切は、中
央部と両端側の間に略矩形状に切り欠かれた切欠部を設けた複数個の横桁と、該横桁の中
央部と両端側が突出する中溝と端溝を備え該切欠部の上端に支持される平板状の中蓋とか
らなり、該横桁は下端が連接片で連設された複数の平行な二重壁であることを特徴とする
長尺物収納用仕切。
【請求項３】
　前記横桁の切欠部は、中央部の両側下部に段差を設け、前記中蓋は切欠部の上端で支持
され前記横桁の中央部と該段差が突出する中溝と両端側が突出する端溝を備え、さらに、
該段差に支持され前記横桁の中央部と両端側が突出する中溝と端溝を備えた上中蓋を設け
、長尺物を複数段収納するようにしたことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の
長尺物収納用仕切。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、収納箱に複数個の長尺物を多列および多段に収納するための仕切に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　複数個の長尺物を収納箱へ収納するために用いられる仕切の従来技術は、種々のものが
あるが、収納する長尺物が特殊な形状で、両端あるいは中央部を係止または保持する手段
を備えたものは幾つか見られるが、係止または保持する手段のない仕切は見当たらない。
　保持手段のない収納空間のみの仕切の一般的なものとしては、図１６に示す長尺物収納
用仕切３０がある。これは、複数個の横桁３１を等間隔に平行に立設し、その両端側に縦
桁３２を係止溝３１ａ、３２ａの相互差込により井桁状に組み合わせたものである。包装
箱１に装着し、長尺物を収納したら、その上に平板を置いて、長尺物収納用仕切３０を段
積みして長尺物を収納している。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記の長尺物収納用仕切３０は、製造が簡便であるが、掛止溝３１ａ、３２ａはある程
度の長さを必要とするので、高さの低い収納物の場合は、デットスペースが多く収納でき
る量が少ないという問題がある。
【０００４】
　本発明は、厚みの大きくない長尺物を多数収納できる収納箱用の仕切を提供することを
目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の目的を解決するため、請求項１の発明は、次のように構成した。すなわち、収納
箱に複数の長尺物を多列および多段に収納するための仕切であって、該仕切は、中央部と
両端側の間に略矩形状に切り欠かれた切欠部を設けた複数個の横桁と、該横桁の中央部と
両端側が突出する中溝と端溝を備え該切欠部の上端に支持される平板状の中蓋とからなり
、該横桁は、両端側に設けた縦溝に係止する縦桁によって一定間隔で連結されたことを特
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徴としている。
【０００６】
　収納箱および長尺物収納用仕切の材質は、収納物や用途によって適宜選定することがで
き、段ボールや合成樹脂などに限定されない。
　この長尺物収納用仕切は、横桁と中蓋によって長尺物を多列多段に収納するようにした
もので、収納場所の高さは横桁の切欠部の高さで自由に決められるので、高さが低いもの
を多段に収納するのに適している。なお、切欠部を略矩形状としているが、厳密なもので
はなく、下辺は横桁の底辺と平行である必要があるが、両側の縦辺は垂直でなくてもよく
、例えば曲線でもよい。
　横桁は、単壁で複数個を一定間隔で平行に置き、縦桁で横桁の両端側を井桁状に係止さ
せて連結している。横桁の両端側は高さが十分あるので、確実な連結ができる。長尺物は
収納箱の底面と中蓋との間で各横桁で仕切られる空間に収納され、さらに、中蓋上で溝か
ら突出した横桁に仕切られた上段の空間に収納される。
【０００７】
　なお、収納物の高さ寸法によってはさらに多段に収納できる。すなわち、請求項３に記
載のように、横桁の切欠部は、中央部の両側下部に段差を設け、中蓋は切欠部の上端で支
持され前記横桁の中央部と該段差が突出する中溝と両端側が突出する端溝を備え、さらに
、該段差に支持され前記横桁の中央部と両端側が突出する中溝と端溝を備えた上中蓋を設
ける。これにより、底面と中蓋の間と、中蓋と上中蓋の間と、上中蓋の上面の三段に収納
できる。
　収納する量を増やす場合は、段差を増やすか、横桁の上端に平板を置いて、その上に、
前記説明の仕切を載せる。
【０００８】
　また、請求項２の発明は、収納箱に複数の長尺物を多列および多段に収納するための仕
切であって、該仕切は、中央部と両端側の間に略矩形状に切り欠かれた切欠部を設けた複
数個の横桁と、該横桁の中央部と両端側が突出する中溝と端溝を備え該切欠部の上端に支
持される平板状の中蓋とからなり、該横桁は下端が連接片で連設された複数の平行な二重
壁であることを特徴としている。
【０００９】
　この発明は、上記の発明と同じく、横桁と中蓋によって仕切られる空間に長尺物を収納
するようにしている。
　上記の発明との相違点は、横桁の構成である。すなわち、上記の横桁は、長尺の平板で
あり、２個の縦桁で複数の横桁の両端側を連結している。これに対し、この発明では、下
端が連接片で連設された複数の平行な二重壁に形成している。この仕切は収納箱へ装着す
るだけで横桁が複数個立設される。なお、切欠部の略矩形状は上記と同じ意味を有する。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１の発明の長尺物収納用仕切は、中央部と両端側の間に略矩形状に切り欠かれた
切欠部を設けた複数個の横桁と、該横桁の中央部と両端側が突出する中溝と端溝を備え該
切欠部の上端に支持される平板状の中蓋とからなり、該横桁は、両端側に設けた縦溝に係
止する縦桁によって一定間隔で連結されたものであるので、段差の寸法は任意に決めるこ
とができ、厚みの薄いものでもデッドスペースを少なく収納でき、収納量を増やすことが
できる。
【００１１】
　また、請求項２の発明の長尺物収納用仕切は、中央部と両端側の間に略矩形状に切り欠
かれた切欠部を設けた複数個の横桁と、該横桁の中央部と両端側が突出する中溝と端溝を
備え該切欠部の上端に支持される平板状の中蓋とからなり、該横桁は下端が連接片で連設
された複数の平行な二重壁であるので、上記と同じ効果を有するとともに、仕切の組み立
てが短時間にでき、二重壁であるので強固で、搬送中の振動や衝撃に対して収納物に損傷
を与えることがない。
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【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】請求項１の発明の長尺物収納用仕切の実施の形態を示す斜視図である。
【図２】同、図１のＡ－Ａ断面図である。
【図３】同、長尺物収納用仕切を装着する収納箱を示す斜視図である。
【図４】同、複数個の横桁を縦桁で係止した状態を示す斜視図である。
【図５】同、横桁の平面図である。
【図６】同、縦桁の平面図である。
【図７】同、中蓋の平面図である。
【図８】請求項２の発明の長尺物収納用仕切の実施の形態を示す斜視図である。
【図９】同、図８のＢ－Ｂ断面図である。
【図１０】同、長尺物収納用仕切を装着する収納箱を示す斜視図である。
【図１１】同、連接横桁のブランクである。
【図１２】同、連接横桁を組み立てる途中の状態を示す斜視図である。
【図１３】同、中蓋の平面図である。
【図１４】同、上中蓋の平面図である。
【図１５】同、連接横桁を収納箱へ装着した斜視図である。
【図１６】従来の長尺物収納用仕切を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　請求項１の発明の長尺物収納用仕切の実施の形態を、図１～図７に基づいて説明する。
　図１は、長尺物収納用仕切１０（以下、仕切１０という）、図２はＡ－Ａ断面図、図３
は仕切１０を装着する収納箱１の全体を示す斜視図である。図５～図７は、横桁１１、縦
桁１２、中蓋１３の平面図である。また、図４は、複数個の横桁１１を縦桁１２で係止し
た状態を示す斜視図である。
【００１４】
　収納箱１は、図３に示すように、二重壁の側板２と単壁の前後板３と底板４からなる直
方体で、前後板３の上端にフラップ５が付設され、その両端に側板２の頂部に設けた差込
孔２ａに嵌合する差込片５ａが設けられている。収納箱１の大きさは、ここでは、５６０
ｍｍ×２８０ｍｍ×１６０ｍｍ（高さ）としている。
【００１５】
　仕切１０は、図１に示すように、複数の（ここでは７個）横桁１１と、中蓋１３とから
構成され、各横桁１１は両端側に直交して係止する縦桁１２によって連結されている。
【００１６】
　横桁１１は、図５に示すように、中央部１１ａと端部１１ｂとの間に、ほぼ矩形状に切
り欠かれた切欠部１１ｃが設けられ、端部１１ｂには縦溝１１ｅが形成されている。
　また、縦桁１２は、図６に示すように、平板状で、等間隔に下溝１２ａと上溝１２ｂが
形成されている。　
　中蓋１３は、図７に示すように、平板状で、中央部に複数の中溝１３ａが、両端部には
外側が開放された端溝１３ｂが形成されている。これにより、端部は複数の突部１３ｃが
形成されている。
【００１７】
　次に、横桁１１、縦桁１２、中蓋１３を組み立てて、図１の仕切１０にする手順につい
て説明する。
　まず、一方の縦桁１２を持って、下溝１２ａに横桁１１の端部１１ｂの縦溝１１ｅを係
止させる。縦溝１１ｅの上端には係止部１１ｆが設けられており、これが、縦桁１２の上
溝１２ｂに係止して上方へ抜け難くしている。
　縦桁１２の各下溝１２ａに横桁１１それぞれを係合させたら、他方の縦桁１２を持って
、上から各横桁１１の他方の縦溝１１ｅと係合する。
　これにより、図４状態となるので、これを収納箱１へ装着する。
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【００１８】
　次に、収納物である長尺物を横桁１１間（収納部１４）へ順次収納する。
　そして、図７の中蓋１３を中溝１３ａから横桁１１の中央部１１ａを突出させて載置す
る。これにより、中蓋１３は、横桁１１の切欠部１１ｃの上端１１ｄに支持され、収納部
１４の上面を覆うこととなる（図１の状態）。
　次に、中蓋１３の上に突出している横桁部材１１の中央部１１ａの各間（収納部１５）
へ長尺物を収納する。そして、その上に仕切全体を覆う（収納箱１の縦、横の長さの）平
板を置いて、その上に、別の図１の仕切１０を載せて、上記と同様に、長尺物を収納する
。収納箱１の高さは、ここでは、仕切１０の高さのほぼ２倍にしているので、これで、フ
ラップ５の差込片５ａを差込孔２ａに差込むことにより、収納作業は終了する。
【００１９】
　なお、収納する長尺物の厚さが薄い場合は、横桁１１の中央部１１ａの下端両側に段差
を設け、中蓋１３を下の段と上の段に係止する中溝を備えたものをそれぞれ用意すること
により、さらに、収納段数を増やすことができる。この仕切１０の実施の形態での説明は
省略するが、次の請求項２の仕切の実施の形態において説明することとする。
【００２０】
　請求項２の発明の実施の形態について、図８～図１５に基いて説明する。
　図８は、長尺物収納用仕切２０（以下、仕切２０という）、図９はＢ－Ｂ断面図、図１
０は仕切２０を装着する収納箱２５の全体を示す斜視図である。図１１は、連接横桁２１
Ａのブランク２１Ｂ、図１３、図１４は、中蓋２２，上中蓋２３を示す平面図である。ま
た、図１２は、連接横桁２１Ａの組立途中の状態を示す斜視図で、図１５は、連接横桁２
１Ａを収納箱２５へ装着した状態を示す斜視図である。
【００２１】
　収納箱２５は、図１０に示すように、単壁の側板と前後板とからなる直方体で、側板お
よび前後板の上端に外フラップ２５ａと内フラップ２５ｂが付設されたみかん箱型の収納
箱である。大きさは、ここでは、３５０ｍｍ×１３０ｍｍ×７０ｍｍ（高さ）としている
。
【００２２】
　仕切２０は、図８に示すように、二重壁である複数の横桁２１からなる連接横桁２１Ａ
と、中蓋２２および上中蓋２３とから構成されている。
　連接横桁２１Ａは、折れ目ｇと切れ目ｈが縦方向に多数設けられた図１１に示す一枚の
ブランク２１Ｂを折り上げて作られ、二重壁の横桁２１が複数個、それぞれ連接片２１Ｄ
で繋がった状態に形成されている。図１２は、連接横桁２１Ａを折りあげる途中の状態を
示す斜視図で、図１５は組み上げて収納箱２５に装着した状態を示している。なお、連接
横桁２１Ａの両側には収納箱２５の側板に当接する当板２１ｆが連接されている。
　横桁２１は、横桁１１と同様、中央部２１ａと端部２１ｂとの間に、ほぼ矩形状に切り
欠かれた切欠部２１ｃが設けられ、中央部２１ａの両側に段差２１ｅが設けられている。
　
【００２３】
　中蓋２２は、上記実施の形態の中蓋１３と同様で、図１３に示すように、平板状で、中
央部に複数の中溝２２ａが、両端部には外側が開放された端溝２２ｂが形成されている。
また、上中蓋２３は、図１４に示すように、平板状で、中央部に複数の中溝２３ａが、両
端部には外側が開放された端溝２３ｂが形成されている。
中蓋２２，上中蓋２３の大きさは収納箱２５の壁内縦横の寸法と同じであり、中蓋２２と
上中蓋２３の相違は、中溝２２ａと中溝２３ａの長さが相違（中溝２３ａの方が短い）す
るのみである。
【００２４】
　次に、図８の仕切２０を組み立てる手順について説明する。
　まず、ブランク２１Ｂを、半切線ｂを山折りし、折れ目ｃを谷折すると連接片２１Ｄが
繋がった二重壁の横桁２１が複数平行に立設される。そして、切欠きａにより、中央部２
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１ａの両端には、切欠部２１ｃが形成され、段差２１ｅが形成される。
これを、収納箱２５に装着すると、図１５に示すように、両側の当板２１ｆは、収納箱２
５の側板内側に当接し、二重壁の横桁２１が複数個立設される。
【００２５】
　次に、長尺物を横桁部２１間の連接片２１Ｄの上に順次収納する。
　続いて、図１３の中蓋２２を中溝２２ａから横桁２１の中央部２１ａおよび段差２１ｅ
が突出するようにかぶせて置く。これにより、中蓋２２は、横桁２１の切欠部２１ｃの上
端２１ｄに支持され、収納した長尺物の上面を覆うこととなる。
　続いて、長尺物を中蓋２２の上で、横桁２１の中央部２１ａが突出している間に収納し
、その上に上中蓋２３を中溝２３ａから横桁２１の中央部２１ａが突出するように被せて
置く。さらに、長尺物を中蓋２３の上で、横桁２１の中央部２１ａが突出している間に収
納する。そして、内フラップ２５ｂを閉じ、外フラップ２５ａを閉じれば収納作業は終了
する。
【００２６】
　なお、上記の実施の形態においては、発明の内容をより理解しやすくするために、包装
箱の大きさを寸法を示して説明したが、これに限定するものでないことは当然である。
【符号の説明】
【００２７】
１　収納箱
２　側板　　　　２ａ　差込孔
３　前後板
４　底板
５　フラップ　　５ａ　差込片
１０　長尺物収納用仕切
１１　横桁　１１ａ　中央部　　１１ｂ　端部
１１ｃ　切欠部　１１ｄ　上端　１１ｅ　縦溝
１１ｆ　係止部
１２　縦桁　１２ａ　下溝　　　１２ｂ　上溝
１３　中蓋　１３ａ　中溝　
１３ｂ　端溝　１３ｃ　突部
１４　収納部
１５　収納部
２０　長尺物収納用仕切
２１　横桁　２１Ａ　連接横桁　２１Ｂ　ブランク
２１Ｄ　連接片
２１ａ　中央部　２１ｂ　端部　　２１ｃ　切欠部
２１ｄ　上端　　２１ｅ　段差　　　２１ｆ　当板
２２　中蓋　　　２２ａ　中溝　　　２２ｂ　端溝
２３　上中蓋　　２３ａ　中溝　　　２３ｂ　端溝
２５　収納箱　　２５ａ　フラップ　２５ｂ　蓋片
３０　長尺物収納用仕切
３１　横桁　３１ａ　係止溝
３２　縦桁　３２ａ　係止溝
ａ　切欠き　ｂ　半切線
ｈ　切れ目　ｇ　折れ目
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【図１１】 【図１２】
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【図１５】 【図１６】
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